職種：熱処理　　職務：熱処理

【概要】

　「金属の変態」を利用して加熱・冷却速度を変えることにより、金属の性質を改良することができる。この性質を利用して、鍛造製品の加熱と冷却を組み合わせて操作し、鍛造製品の性質を改善することが鍛造の熱処理である。熱処理には、①変態を伴う熱処理と②変態を伴わない熱処理がある。それぞれ目的にあわせて熱処理を行う。

①変態を伴う熱処理

・鋼の焼入れ：加熱した鋼を急冷して硬化する熱処理

・鋼の焼ならし：加熱後自然冷却して硬さや結晶粒度を調整する熱処理

・鋼の焼なまし：加熱後徐冷して軟化する熱処理

②変態を伴わない熱処理

・鋼や非金属の応力除去焼なまし：加熱後徐冷して内部応力（残留応力）を除去する操作

・鋼の焼戻し：焼入れ後の内部応力の除去、結晶の安定化を目的とした再加熱処理

【仕事の内容】

熱処理は、鍛造製品に加熱と冷却の組み合わせ操作を行い、材料の性質を改善する仕事である。

【求められる経験・能力】

（1） 入職に際して、経験や公的資格は特に必要とされないが、経験者採用の際は、当該業務における専門知識やスキル、資格等が問われることが多い。

（2） 技能検定（鍛造）の資格（１級、２級）を取得することで技能が社内で認められて地位が向上することが多い。転職時にも、資格保有者は有利である。

（3） 鍛造業や鍛造製品に関する興味や関心を持っていること、鍛造製品の精度向上に取り組むとともに自身の技能レベル向上への意欲を持っていること、心身ともにタフであることなどが挙げられる。

【関連する資格・検定等】

· 技能検定〔厚生労働省　職業能力開発促進法〕

鍛造（１級・２級）

金属熱処理（特級・１級：一般熱処理作業、浸炭・浸炭窒化・窒化処理作業、高周波・炎熱処理作業・２級：１級に同じ）

· 職業訓練認定コース　鍛造技術通信講座〔日本鍛造協会〕
１級技能士鍛造科
２級技能士鍛造科
資格に関係しない普通コースも併設

· 研削といし取替え等業務に係わる特別教育

· 粉じん作業特別教育

· フォークリフト運転技能講習

· 有機溶剤作業主任者

【労働省職業分類（小分類）との対応】

５１４　鍛造工

５５９　その他の金属加工の職業

